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業
者
を
排
除
す
る
た
め
業
務

実
態
調
査
の
強
化
と
調
査
結

果
の
入
札
制
度
へ
の
反
映
に

つ
い
て
、
造
園
業
界
の
大
変

厳
し
い
現
状
を
ふ
ま
え
て
要

望
事
項
の
実
現
に
向
け
て
強

く
申
し
入
れ
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
校
庭

芝
生
化
の
取
組
み
状
況
と
課

題
及
び
県
立
高
校
校
庭
芝
生

化
の
現
状
、
ま
た
、
街
路
樹

剪
定
の
実
情
と
街
路
樹
剪
定

モ
デ
ル
箇
所
等
に
つ
い
て
論

議
さ
れ
た
。

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
と

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈

川
県
支
部
共
同
で
、
七
月
十

日
に
自
由
民
主
党
神
奈
川
県

支
部
連
合
会
・
自
由
民
主
党

神
奈
川
県
議
団
へ
次
の
六
項

目
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　

要
望
事
項
と
し
て
、
①
景

気
・
環
境
対
策
と
し
て
、
ま

た
、
計
画
的
な
社
会
資
本
の

整
備
保
全
や
災
害
へ
の
対
応

の
た
め
に
も
防
災
公
園
の
設

置
等
緑
化
関
連
公
共
事
業
の

予
算
の
確
保
・
増
加
と
受
注

機
会
の
確
保
②
都
市
公
園
の

整
備
や
既
存
都
市
公
園
の
再

整
備
、
緑
地
の
保
全
、
緑
化

の
積
極
的
推
進
③
三
浦
半
島

地
域
へ
の
国
営
公
園
の
誘
致

活
動
の
積
極
的
な
推
進
④
公

園
・
緑
地
及
び
道
路
、
河
川
、

港
湾
、
住
宅
施
設
等
の
う
ち

造
園
に
関
す
る
整
備
及
び
維

持
工
事
は
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
分
離
し
特
定
建
設
業
種

で
あ
る
造
園
専
門
業
者
に
発

注
を
、
ま
た
、
発
注
に
あ
た
っ

て
は
公
共
工
事
の
品
質
工
事

の
品
質
確
保
を
図
る
た
め
工

事
実
績
、
造
園
に
関
す
る
各

種
資
格
所
有
者
の
技
術
力
等

の
評
価
⑤
一
般
社
団
法
人
日

本
造
園
建
設
業
協
会
認
定
の

街
路
樹
剪
定
士
の
積
極
的
活

用
⑥
校
庭
及
び
園
庭
の
芝
生

化
の
推
進
を
図
る
た
め
の
助

成
措
置
と
芝
生
化
工
事
及
び

維
持
管
理
工
事
の
造
園
工
事

専
門
業
者
へ
の
発
注
⑦
不
正

行
為
の
防
止
と
不
良
不
適
格

 
「
み
ど
り
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」

〜
六
項
目
〜
提
出

 

庭
守
講
習
会　

  「
石
材
加
工
と
刃
物
研
ぎ
」

　

平
成
24
年
６
月
10
日
、
都

筑
JA
に
お
い
て
、
今
年
度
と

し
て
は
2
回
目
の
庭
守
講
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
自
分
た
ち
で
設
計

し
た
課
題
に
沿
っ
て
延
段
や

蹲
踞
を
作
る
予
定
で
し
た
が
、

入
梅
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ

り
前
日
の
準
備
段
階
か
ら
降

り
続
い
た
雨
で
会
場
が
ぬ
か

る
ん
で
使
え
な
い
と
判
断
し
、

予
定
を
変
更
し
て
「
石
材
加

工
道
具
の
使
い
方
」
と
「
刃

研
ぎ
」
に
つ
い
て
の
講
習
と

な
り
ま
し
た
。

　

予
想
に
反
し
て
朝
か
ら
よ

く
晴
れ
て
暑
い
陽
気
で
し
た

が
、「
雨
降
り
に
室
内
で
出
来

る
作
業
」
の
一
例
と
し
て
意

義
の
あ
る
講
習
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

講
師
は
石
造
物
に
造
詣
の

深
い
川
田
造
園
の
川
田
秀
一

氏
で
す
。

  

ま
ず
午
前
中
は
「
石
材
加

工
道
具
の
使
い
方
」
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
シ
ー
ト
一

面
に
並
べ
ら
れ
た
道
具
の
名

称
と
使
い
方
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
そ
れ
ら
を
実
際
に

使
っ
て
石
材
の
加
工
に
各
自

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

セ
ッ
ト
ウ
の
打
撃
面
は
焼

き
が
入
っ
た
面
と
そ
う
で
な

い
面
と
が
あ
り
、
使
い
分
け

が
必
要
な
こ
と
な
ど
、
中

に
は
高
価
な
道
具
も
あ
る
の

で
正
し
い
使
い
方
か
ら
学
び

ま
す
。
セ
ッ
ト
ウ
と
合
わ
せ

て
使
う
コ
ヤ
ス
ケ
も
用
途
に

よ
っ
て
大
き
さ
や
形
が
異
な

り
、
よ
り
良
い
加
工
を
す
る

た
め
に
は
何
種
類
か
必
要
だ

と
知
り
ま
し
た
。
鑿
（
ノ
ミ
）

も
ま
た
種
類
が
多
く
先
に
超

硬
合
金
（
タ
ン
ガ
ロ
イ
）
が

付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
か
ら

文
字
彫
り
用
の
先
ノ
ミ
ま
で

大
小
様
々
で
す
。
炭
素
鋼
製

の
ナ
マ
ノ
ミ
は
仕
事
前
に
焼

き
入
れ
を
し
て
使
う
そ
う
で
、

タ
ン
ガ
ロ
イ
が
無
か
っ
た
時

代
の
職
人
は
大
変
だ
っ
た
ろ

う
と
想
像
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
道
具
を
使
っ
て

実
際
に
石
材
を
加
工
し
て
み

ま
す
。
用
意
し
て
戴
い
た
白

御
影
の
石
板
や
短
冊
石
を
こ

ぶ
出
し
や
ビ
シ
ャ
ン
、
小
叩

き
な
ど
に
仕
上
げ
る
グ
ル
ー

プ
、
丹
波
石
や
鉄
平
石
を
加

工
し
て
石
貼
り
す
る
グ
ル
ー

プ
、
水
鉢
を
彫
り
込
む
グ
ル
ー

プ
な
ど
に
分
か
れ
て
作
業
し

ま
す
。
水
鉢
は
川
田
さ
ん
が

春
日
灯
籠
の
笠
を
裏
返
し
て

要望書提出

意見交換

石材加工道具の使い方

石材加工道具の種類

ごぶ出し作業 鉄平石を加工した石貼り 水鉢の彫込み
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病
害
虫
防
除
講
習
会　

開
催　

  
  

安
全
で
適
正
使
用
を
心
が
け
る
大
切
さ

　

当
協
会
と
神
奈
川
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防
除
部
・

神
奈
川
県
植
木
連
合
会
と
共
催

で
二
十
四
年
度
第
一
回
目
の
病

害
虫
防
除
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

第
一
回
目
は
、
七
月
四
日
か

な
が
わ
県
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

ホ
ー
ル
に
於
い
て
実
施
さ
れ

百
五
十
五
（
会
員
七
十
名
、
行

政
十
九
名
、そ
の
他
六
十
一
名
）

が
参
加
し
、
講
習
会
は
、
約
二

時
間
半
に
亘
り
「
農
薬
の
適
正

使
用
と
安
全
管
理
」
に
つ
い
て

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
病
害
虫
防

除
部
副
技
官
伊
與
部
有
一
氏
よ

り
、「
住
宅
地
に
お
け
る
公
園
・

街
路
樹
等
の
防
除
技
術
」
に
つ

い
て
（
社
）
緑
の
安
全
推
進
協

会
千
野
義
彦
氏
よ
り
事
例
を
示

し
な
が
ら
講
義
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
農
薬
散
布

時
の
人
に
対
す
る
健
康
や
周
辺

住
民
・
環
境
へ
の
安
全
性
確
保

の
大
切
さ
に
つ
い
て
発
注
す
る

側
の
行
政
と
受
注
す
る
造
園
関

係
事
業
所
が
認
識
を
共
有
し
、

円
滑
な
病
害
虫
防
除
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
重
要
な
講
習

会
で
す
。
出
席
者
に
は
、
当
日

各
自
に
「
修
了
証
」
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
二
回
目
は
、
平
成
二
十
五

年
二
月
一
日
神
奈
川
県
平
塚
合

同
庁
舎
に
於
い
て
実
施
す
る
計

画
で
現
在
受
講
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
申
込
希
望
者
は

協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
詳
細
は
神
造
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

彫
っ
た
加
工
途
中
の
題
材
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
り
、「
み

か
ん
彫
り
」
と
い
う
奥
行
き

に
丸
み
を
持
た
せ
る
水
鉢
の

彫
り
方
に
倣
っ
て
小
さ
い
ノ

ミ
と
小
ぶ
り
な
セ
ッ
ト
ウ
で

彫
り
進
め
て
行
き
ま
す
。
セ
ッ

ト
ウ
が
ち
ょ
っ
と
で
も
淵
に

当
た
れ
ば
全
て
が
台
無
し
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
緊
張
し

な
が
ら
数
人
が
交
代
で
根
気

よ
く
作
業
し
て
い
ま
し
た
。 

　

思
う
よ
う
に
石
が
割
れ
な

か
っ
た
り
失
敗
し
た
り
し
な

が
ら
も
、
道
具
の
違
い
に
よ

る
仕
上
が
り
の
様
子
や
石
加

工
の
奥
深
さ
を
痛
感
で
き
る

貴
重
な
体
験
で
し
た
。
石
板

な
ど
普
段
は
仕
入
れ
た
ま
ま

を
現
場
で
使
っ
て
い
ま
す
が
、

コ
ブ
出
し
や
ビ
シ
ャ
ン
な

ど
一
手
間
を
加
え
る
だ
け
で

も
場
に
馴
染
む
生
き
た
材
料

に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

し
ょ
う
。

　

午
後
か
ら
は
「
刃
研
ぎ
」

「
第
五
回
か
な
が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
彰
式
開
催

　
（
一
社
）
日
本
造
園
建
設
業

協
会
神
奈
川
県
支
部
主
催
の

「
第
五
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰

式
が
五
月
十
八
日
、
ホ
テ
ル

横
浜
ガ
ー
デ
ン
で
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
で
五
回
目
を
数
え
、

応
募
総
数
二
〇
七
点
、
新
設

さ
れ
た
「
街
路
樹
選
定
優
秀

賞
」
に
十
二
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

藤
井
英
二
郎
千
葉
大
学
教

授
、
大
河
原
雅
彦
元
神
奈
川

新
聞
写
真
部
長
、
山
田
支
部

長
の
審
査
員
に
よ
り
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
各
一
点
、
入
選

五
点
、
佳
作
十
点
、
特
別
賞

と
し
て
神
奈
川
県
知
事
賞
、

神
奈
川
県
議
会
議
長
賞
、
街

路
樹
選
定
優
秀
賞
等
二
十
作

品
が
選
定
さ
れ
、
表
彰
式
で

は
、
大
河
原
審
査
委
員
よ
り

各
賞
の
講
評
が
延
べ
ら
れ
、

続
い
て
表
彰
式
に
移
り
、
山

田
支
部
長
よ
り
、「
新
緑
ま
ぶ

し
い
散
歩
道
」
最
優
秀
賞
を

石
井
清
一
氏
、「
秋
を
惜
し
む
」

優
秀
賞
を
室
井
義
雄
氏
に
、

続
き
各
賞
に
賞
状
と
賞
金
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
氏
の
作
品
は
、「
み
ず

み
ず
し
い
ほ
ど
の
新
緑
の
美

し
さ
と
、
緑
の
濃
淡
の
変
化

を
望
遠
気
味
の
レ
ン
ズ
で
捉

え
、
樹
木
の
根
元
を
覆
う
植

え
込
み
の
新
緑
も
効
果
的
」

と
選
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
新
設
さ
れ
た
「
街

路
樹
剪
定
優
秀
賞
」
に
は
、

生
駒
造
園
土
木
（
株
）
の
「
銀

杏
並
木
」
が
選
ば
れ
、「
剪
定

技
術
は
樹
高
の
統
一
・
枝
の

構
成
・
綺
麗
に
形
づ
く
ら
れ

た
樹
形
線
等
切
断
位
置
と
切

り
方
が
適
切
で
、
樹
形
剪
定

モ
デ
ル
と
い
え
る
」
と
の
講

評
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
国
土
交
通
省
関

東
地
方
整
備
局
横
浜
並
び
に

相
武
国
道
事
務
所
、
神
奈
川

県
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・
神

奈
川
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
神
奈

川
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局
の

後
援
を
得
て
「
第
六
回
か
な

が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
作
品
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
多
数
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

山田支部長表彰状授与

▲最優秀賞
「新緑まぶしい散歩道」（石井　清一）

▲街路樹剪定優秀賞
「銀杏並木」（生駒造園土木（株））

の
講
習
で
す
。
ず
ら
っ
と
並

べ
ら
れ
た
川
田
講
師
の
鋏
や

鉈
の
美
し
い
こ
と
。
一
見
で

そ
の
切
れ
味
が
想
像
で
き
る

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
道
具

ば
か
り
で
す
。「
刺
身
も
切
れ

る
包
丁
で
調
理
す
る
と
お
い

し
い
。
庭
木
だ
っ
て
切
れ
味

の
良
い
鋏
で
切
ら
れ
た
方
が

嬉
し
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。」

川
田
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る

信
念
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

持
参
し
た
刈
り
込
み
鋏
や

木
鋏
を
各
々
が
研
ぎ
出
し
ま

す
。
剪
定
鋏
や
鎌
な
ど
の
曲

線
的
な
刃
物
は
細
か
い
砥

石
を
使
っ
て
研
ぎ
ま
す
。
割

れ
た
砥
石
な
ど
も
捨
て
ず
に

取
っ
て
お
く
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
他
の
仲
間
が
使
っ

て
い
る
道
具
に
も
興
味
が
湧

き
、
情
報
交
換
に
も
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。

　
「
刃
物
を
研
ぐ
こ
と
は
、
自

分
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
。
道

具
の
手
入
れ
は
怠
る
な
。」
と

の
川
田
さ
ん
の
言
葉
は
今
さ

ら
な
が
ら
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

実
作
業
の
予
定
を
変
更
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
晴
れ
て
し

ま
い
ち
ょ
っ
と
も
っ
た
い
な

い
一
日
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
雨
降
り
や
手
待
ち

の
時
に
十
分
活
か
せ
る
講
習

で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
内
容
も

自
ら
実
践
し
て
積
み
重
ね
て

い
く
べ
き
課
題
で
す
。
一
回

の
講
習
で
「
な
る
ほ
ど
」
と

言
っ
て
終
わ
ら
せ
る
こ
と
無

く
、
日
々
の
研
鑽
に
繋
げ
て

行
き
た
い
も
の
で
す
。 　

　

情
報
委
員
長　

木
下　

透

手入れの行き届いた刃物刃物研ぎの実践

完成品の前で記念写真


